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☆医療機関(外来)と地域の情報連携シートを広域的に運用 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 県内市町における地域包括ケアシステムの推進に向けた先行・先進的な取組を紹介す

る「地域包括ケアだより」第４号では、順天堂大学医学部附属静岡病院（以下、順天堂

静岡病院）と周辺５市町（伊豆の国市・伊豆市・函南町・三島市・沼津市）が、外来患

者の情報を共有するための情報連携シートを作成し、広域的な運用を開始したので紹介

します。 

病院⇔地域（訪問看護） 

・体調不良の独居高齢者や家族の付き添いのない高齢者が外来で内服薬に変更があっ 

た場合、情報連携シートで訪問看護ステーションに情報を提供。 

・訪問看護ステーションは自宅での内服状況を情報連携シートにより病院へフィード 

バックしている。 

地域包括ケアだより 第４号 

【背 景】 

 順天堂静岡病院と伊豆の国市は、平成25年度から『地域づくり会議』を開催し、対応

困難な事例の検討や多職種連携研修等の実施により連携を深めてきた 

【きっかけ】 

 ＜令和元年11月＞ 令和元年度第１回地域づくり会議（伊豆の国市主催） 

・病院の看護師（病棟、外来、相談室）及び相談員、ケアマネジャー、地域包括支援セ

ンター、訪問看護師、薬剤師等 56 名が参加 

・「外来と地域との連携」をテーマとしたグループワークで、「独居高齢者や高齢夫婦世

帯が増え、地域の支援者が本人から外来受診時の情報を確認することが難しくなった」

「地域から病院に電話で照会しても個人情報のため回答してもらえない」などの課題

について話し合われ、「医療機関(外来)と地域をつなぐ媒体が必要」という意見が出た 

【実 施】 

 ＜令和元年12月＞ 

 順天堂静岡病院と伊豆の国市で協議・調整し、「情報連携シート(案)」の試行開始 

【展 開】 

 ＜令和２年２月＞ 令和元年度第２回地域づくり会議 

・「情報連携シート(案)」の問題点を話し合い、内容を修正 

・順天堂静岡病院から広域的な実施の提案 

 →伊豆の国市から函南町・伊豆市・三島市・沼津市に声をかけ、広域的な運用を検討 

 ＜令和２年４月＞ 

 『医療機関(外来)と地域の情報連携シート』の広域的な運用開始 

【今 後】 

 現在はFAXで送付しているが、いずれ「シズケア＊かけはし」による運用に移行予定 

概要・経過 

活用状況その１ 



 

 

 

 

 

 

＜情報連携シート＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

◆◇◆お知らせ◆◇◆ 
静岡県では令和２年度から、長寿政策課地域包括ケア推進班を健康増進課地域包括ケア

推進室として、静岡県医師会館に駐在することとしました。 

今後、静岡県医師会の「シズケアサポートセンター（静岡県地域包括ケアサポートセン

ター）」と連携して、本県の地域包括ケアシステムの更なる推進を図ってまいります。 

発行者： 
静岡県健康福祉部健康局健康増進課地域包括ケア推進室 

〒420-0839 
 静岡市葵区鷹匠 3-6-3 静岡県医師会館４階 
 電話 054-207-8614  FAX 054-207-8622 
 E-mail houkatsu@pref.shizuoka.lg.jp 

 本件に関する問い合せ先： 
  伊豆の国市保健福祉・こども・子育て相談センター 
   電話 0558-76-8010 
   E-mail soudan@city.izunokuni.shizuoka.jp 

地域（ケアマネ・訪問看護）⇔病院 

・血糖値が安定しない独居高齢者について、自宅での食生活等の状況をケアマネ等が 

外来受診に合わせて情報連携シートで病院に情報提供。 

 ・病院では自宅での情報をもとに生活指導を行う。また、複数科受診している高齢者

が多いため、病院内で情報を共有。必要に応じて地域へフィードバックしている。 

活用状況その２ 


